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土を黙々と掘り、集中して苗を植える姿からは、「自分の手で何かを育てる」という責任感や達成感が感じられた。また、活動中にミ

ミズや見慣れない虫を見つけた子どもたは、「これはなんだろう？」と興味を持ち、周囲の友だちと自然に会話を広げていた。図鑑で

調べてみるなど子どもの探究心をさらに引き出すようにしていきたい。

こうした体験を通して、子どもたちは自然の不思議さに触れ、関心を深めていく姿が見られた。今後は、図鑑や絵本、虫の飼育など、

子どもたちの興味が広がるような環境構成を意識しながら、継続的な学びへとつなげていきたい。また、植えただけでなくその後の苗

の育ちを畑についているライブカメラを通し見ていきたい。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

当法人には4つの園があり、園同士の交流も盛んに⾏われています。特に埼⽟県本庄市にある「児⽟の森こども園」は、豊かな自然環境のもと園庭

には多くの⽊々や虫、作物が育ち、子どもたちにとって貴重な体験の場となっている。その特徴を活かし、「自然」をテーマとして設定し送迎バ

スを利⽤し実際に⾜を運ぶ。。

子ども同士が感動を共有し、作物が育つ様子を観察したり、季節の移ろいを感じるなど子ども達の興味関心を深めていく。畑にさつまいもの苗を

植えることで、作物がどのように育つのか、⽔やりや草取りなどの世話を通して、不思議さにも触れる。

令和7年5月20日(火）当法人内の児⽟の森こども園へマイクロバスを借りて赴く。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

マイクロバスを借りる

軍手(土に触れるため)

シャベル

畑に植えたい野菜を事前に子どもたちと話し合う。サツマイモに決まると品種も子どもたちと決め、児⽟の森こども園へ⾏く途中で苗

を購入する。購入した苗をシャベルで掘り、畑に植えて⽔やりをする。

畑にライブカメラがついているため、遠方からも苗の様子を見ることができるが毎日の⽔やりなどを児⽟の森こども園の友だちにお願

いし交流を図る。

広い畑を前にして子どもたちは目を輝かせ、意欲的に苗植えに取り組んでいた。黙々と土を掘り、苗を丁寧に植えるなど、集中して活

動する姿が見られた。作業中には、土の中からミミズや見たことのない大きな虫を見つける子もおり、「これはなんていう虫かな？」

と興味津々の様子。保育者が「園に帰ったら虫図鑑で調べてみようか」と声をかけると、さらに探究心を深める姿が見られた。


